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屋根の形による家屋分類 建物の大きさ

家屋の屋根は、葺き材によって「茅葺き」「瓦葺き」などに
分けられ、さらに形によって「切妻造」「寄棟造」「入母屋造」
などに分類することができます。

「梁間(はりま)」とは、建物の屋根を支える小屋組の妻面の梁
の長さ（両端の柱と柱の距離）のことを指します。
梁間と垂直方向の長さは「桁行(けたゆき)」です。付属的な構
造（下屋、台所張り出し）は、これに含みません。

建物の屋根の棟に対し、入口の方向が垂直か平行かによっ
て、「平入り建物」「妻入り建物」というように呼び分けます。

かつてあったが既に失われてしまった建築物や工作物を、図面や写真など何らかの根拠に基づいて昔の姿に近づけて再現することを指します。
（「修景行為」のひとつ）

 今日まで住み続け、使い続けてきたことで傷み、改造されて姿を変えた「伝統的建造物」を、履歴調査に基づいて然るべき時代の姿にもどすことを指します。
（「修理行為」のひとつ）

「伝統的建造物」として特定されたもの以外について、周囲の歴史的風致と調和するように配慮して新築、改築、増築する工事を言います。

「環境物件」を修理、保全、手入れなどをして、もとの姿に戻す行為のことを言います。

塀、石垣、井戸など土地に定着する人工物を指します。

住宅、店舗、土蔵、納屋、仏堂、社殿などを指します。

町並み保存に使われる基礎的な用語

棟向きに対する入口の方向による家屋分類

「伝統的建造物」を履歴調査に基づいて然るべき時代の姿に戻す行為、または現状のまま維持する行為のことを言います。

「伝統的建造物」と「環境物件」をすべて含んだ総称です。「伝統的町並み」や「歴史的町並み」という用語と同義で使われます。

景観の維持に大きく寄与している樹木、庭園、生垣や歴史を表す用水、溜池、土塁 等の土地の形成といった、建造物以外の自然物などの要素を指します。

その土地に存在してから、概ね50年以上経過しているものには「伝統的～」という語をつけて「伝統的建造物」「伝統的工作物」と呼びます。

「建築物」「工作物」をすべて含んだ総称です。
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